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７月より関東学生ゴルフ選手権ならびに関東女子ゴルフ学生選手権の本選を皮切りに 

12 月まで関東学生ゴルフ連盟（以下、本連盟）主催の競技が行われますが、引き続き 

コロナ感染対策を行い、付け加えて熱中症対策を行います。 

 テレサアプリ使用による検温・体調チェックは、熱中症対策の指針となりますので引き

続き執り行います。 

尚、この告知は 2023 年 5 月 17 日に H.P 上のトピックス（注１）でも掲載されており

ますが 2023 年７月現在、ゴルフプレー中に熱中症による死亡事故が多々見受けられて 

おりますので主として熱中症対策に関する更なるお知らせです。 

各試合会場において熱中症対策の対応が異なりますので必ず競技実施規定を確認して下

さい。 

 

1. 熱中症とは？ 

 

様々な要因が考えられ体温の上昇と調整機能のバランスが崩れると、どんどん身体に

熱が溜まってしまいます。このような状態が熱中症です。 

 

2. 熱中症を予防するには？ 

 

①  ラウンド前 

 前日は睡眠をしっかりとり体調管理に努め朝食は必ず取りましょう。 

 自己申告となりますが、体調が悪ければ当日の試合出場をキャンセルしま 

しょう。 

熱中症を回避するための準備は怠らないようにしましょう。 

 

②  ラウンド中 

     ・こまめな水分の補給 塩タブレットの服用（詳細は注１参照） 

     ・帽子の着用 首周りの遮光 日傘の使用 

     ・冷却器具の用意（冷却スプレー・氷嚢・瞬間冷却タオル等） 

     ・日焼け止めの使用 



③ ラウンド後 

終了時での気の緩みからおざなりになりますがあらためて自身の健康管理を行い 

充分に休息を取り翌日に備えましょう。 

 

3. 熱中症の症状 

 

ラウンド前、ラウンド中、ラウンド後に以下の症状があれば、必ず本連盟の委員に 

至急連絡して下さい。自己申告でも同伴プレーヤーからの報告でも構いません。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 熱中症の応急処置 

 

ラウンド中に自己申告もしくは同伴プレーヤーの判断にて以下の手順にてプレーを 

中断して応急措置を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 暑さ指数 

 

本連盟ではゴルフ場の所在する地区が発表する毎日の暑さ指数を参考に競技の運営の

可否を決定します。人命にかかわる事なので慎重に判断致します。 

 

 

 

6. 本連盟の対応 

 

【各競技共通の対応】 

① ハーフターン時にスコアのヒアリングを行いますが併せて体調チェックを行いま

す。 

② スタート時に塩タブレットの配布を行います。 

③ 朝の体調チェックはテレサアプリ（もしくは書面にてのチェックシート）にて 

入念に行います。 

④ カート導入の試合会場においてはプレー中、ホール移動間を問わず全面乗車可能

とします。（プレー進行の問題もありますが人命優先とします。） 

    但、当許可は試合時期によって変更となりますので当日の競技実施規定を確認 

して下さい。 

   

 



【ゴルフ場運営実施規定による対応】 

 各ゴルフ場において運営の実施規定が異なりますので選手の支障の無きよう柔軟に対応

致します。必ず当日の競技実施規定を確認して下さい。 

 

 

7. まとめ 

 

熱中症発症は、安易に考えると非常に危険で生死にかかわる問題となります。 

  決して無理をせずご自身の体調がすぐれない場合は途中でもリタイアしましょう！ 

  暑さ指数、他状況を考慮して本連盟の決定により試合の短縮、中止がなされることを

ご承知おき下さい。   

 

 

以上 


